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2009/3期 決算の概要
2010/3期 見通し
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2009/3期 IRトピックス

20082008年年55月月 20082008年年33月期決算を発表月期決算を発表

66月月 「株式の立会外分売に関するお知らせ」「株式の立会外分売に関するお知らせ」を発表を発表

77月月 20092009年年33月期第月期第11四半期決算を発表四半期決算を発表

1010月月 「自己株式取得に係る事項の決定に関するお知らせ」「自己株式取得に係る事項の決定に関するお知らせ」を発表を発表

1010月月 「業績予想の修正に関するお知らせ」「業績予想の修正に関するお知らせ」を発表を発表

1010月月 20092009年年33月期第月期第22四半期決算を発表四半期決算を発表

1212月月 自己株式の市場買付け自己株式の市場買付け終了終了

20092009年年11月月 20092009年年33月期第月期第33四半期決算を発表四半期決算を発表

11月月 「営業外費用の発生に関する知らせ」「営業外費用の発生に関する知らせ」を発表を発表

33月月 「営業外費用の発生及び業績予想並びに配当予想の修正に関する知ら「営業外費用の発生及び業績予想並びに配当予想の修正に関する知ら

せ」せ」を発表を発表

55月月 20092009年年33月期決算を発表月期決算を発表
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2009/3期 決算の概要（対前期比）

-55.5

-41.0

+0.1

-7.4
増減率増減率増減額増減額金額金額増減率増減率金額金額

-8301,192+111.62,022経 常 利 益経 常 利 益

22,204+327.92,202営 業 利 益営 業 利 益

+183.7

+37.6

1,373

20,188

08/308/3通期通期

当 期 純 利 益当 期 純 利 益

売 上 高売 上 高

-762611

-1,49318,695

09/309/3通期通期

（百万円、％）

PointPoint②②：：子会社におけるタイバーツの大幅下落により経常利益・純利益は半減。子会社におけるタイバーツの大幅下落により経常利益・純利益は半減。

PointPoint①①：売上高：売上高7.4%7.4%減ながらも、減ながらも、営業利益は前期水準を確保営業利益は前期水準を確保

生産性の向上・効率化による製造原価の低減。生産性の向上・効率化による製造原価の低減。22期連続で営業利益率改善。期連続で営業利益率改善。
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1,123
1,081

1,711

491

0

500

1,000

1,500

08/3上期 08/3下期 09/3上期 09/3下期

営業利益

半期業績推移
（百万円）

営業利益
（百万円）

9,5789,578
2,9252,925
1,0951,095
5,5575,557

09/309/3上上期期

11,65211,652
2,8402,840
1,1031,103
7,7097,709

08/308/3下下期期

6,3196,3195,1465,146ゴ ル フ 事 業ゴ ル フ 事 業

9,1179,1178,5368,536売上高合計売上高合計

2,5262,526
863863

08/308/3上期上期

鍛造部品鍛造部品事業事業

ステンレス事業ステンレス事業

09/309/3下下期期

2,3262,326
473473
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売上高、営業利益増減の内訳（四半期別）

44ＱＱ

33ＱＱ

22ＱＱ

１Ｑ１Ｑ

--11,,909909--29.929.94,4704,4706,3796,379

--626626--11.811.84,6474,6475,2735,273

+500+500+12.1+12.14,6004,6004,1004,100

+542+542+12.2+12.24,9784,9784,4364,436

--1,4931,493--7.47.418,69518,69520,18820,188売 上 高売 上 高

++9999+22.+22.1154754744844833ＱＱ

+25+2533+19+191.71.738538513213222ＱＱ

--669191--54.54.775725721,2631,26344ＱＱ

+332+332+92.4+92.469169135935911ＱＱ

+2+2+0.1+0.12,2042,2042,2022,202営 業 利 益営 業 利 益

09/309/3期期

（百万円）（百万円）（％）（％）

前年度比前年度比08/308/3期期

（注）四半期報告書制度に伴い貸倒引当金の表示組替を行っているため、年間営業利益は四半期ごとの合算値と

一致いたしません。
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事業別セグメントについて（前年同期比較）

増減額（増減率）増減額（増減率）2009/32009/3期実績期実績

△△1313（（ △△11%%））900900（（ 17%)17%)913913（（ 17%)17%)
自動車等鍛造部品事業自動車等鍛造部品事業

△△8484△△539539△△623623
セグメント別配賦不能費用セグメント別配賦不能費用

394394（（ 25%)25%)

1,4481,448( 12%( 12%））

2,2042,204( 12%( 12%））

5,2515,251( 28%)( 28%)

1,5681,568（（ 8%)8%)

11,87611,876（（ 6464%)%)

18,69518,695((100%)100%)

669669（（ 34%)34%)

1,2421,242( 10%( 10%））

2,2022,202( 11%( 11%））

5,3665,366( 26%)( 26%)

1,9661,966（（ 10%)10%)

12,85512,855（（ 6464%)%)

20,18820,188((100%)100%)

206206（（ 17%17%））
ゴルフ事業ゴルフ事業

△△275275（（△△4141%%））
ステンレス事業ステンレス事業

自動車等鍛造部品事業自動車等鍛造部品事業

ステンレス事業ステンレス事業

ゴルフ事業ゴルフ事業

（単位：百万円）（単位：百万円）

△△1,492(1,492( △△8%8%））売上高（構成比率）売上高（構成比率）

△△979979（（ △△8%8%））

△△398398（（△△2020%%））

2008/32008/3期実績期実績

△△114114（（ △△22%%））

22（（ 00%%））営業利益（営業利益率）営業利益（営業利益率）

<比較分析>

○ゴルフ事業

売上 ウッド製品の減少

利益 製造原価低減により増益

○ステンレス事業

売上 米国市場の低迷により減少

利益 売上減少により減益

○自動車等鍛造部品事業

売上、利益ともにほぼ昨年並み
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2009/3期決算の概要（参考資料）

261円／636円

0.22倍

3.1％

5.4％

66.60円

1,213.37円

110億円／57.6％

191億円

2009/3期

669円／804円株価 3/末現在／4月～3月の平均

0.53倍株価純資産倍率(PBR)

7.3％総資産利益率（ROA）

12.6％自己資本利益率（ＲＯＥ）

148.90円1株あたり当期純利益

1,249.48円1株あたり純資産

115億円／56.7％純資産／自己資本比率

203億円総資産

2008/3期経営指標経営指標

【経営指標（連結ベース）】

90.0090.00100.54100.54114.28114.28円／円／UsUs＄＄

2.602.602.962.963.383.38円／円／BahtBaht

2010/32010/3期想定期想定2009/32009/3期期2008/32008/3期期期中平均為替レート期中平均為替レート

【期中平均為替レート】
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2010/3期 業績予想

―

-80.7

-90.7

-38.1
増減率増減率増減額増減額金額金額増減率増減率金額金額

-962230-41.01,192経 常 利 益経 常 利 益

-1,999205+0.12,204営 業 利 益営 業 利 益

-55.5

-7.4

611

18,695

09/309/3通期通期

当 期 純 利 益当 期 純 利 益

売 上 高売 上 高

-659-48

-7,13011,565

10/310/3通期通期

（百万円、％）

PointPoint①①：世界：世界同時不況同時不況の影響により、受注の回復は遅れる見通しの影響により、受注の回復は遅れる見通し

PointPoint②②：売上：売上高高44割減により、大幅減益は割減により、大幅減益は必至必至

営業利益営業利益、経常利益、経常利益は確保するも、純損失は確保するも、純損失4848百万円百万円のの見込見込みみ。。

（想定為替１＄＝（想定為替１＄＝9090円）円）
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2010/3期まで業績推移、予想

12,430

14,671

20,188

10,231

11,565

18,695

2,202

580

906

514 205

2,204

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3(予)

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

売上高 営業利益
売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

◆2009/3期－後半からの世界同時不況の影響により減少

◆2010/3期－3事業ともに売上高／営業利益減少
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290

809

538

905

555

323

142

374

830

1,109

176

384

5

35

4

12

0

500

1000

1500

2000

2500

07/3 08/3 09/3 10/3予想

ゴルフ事業 ステンレス事業

自動車等鍛造部品事業 その他

【設備投資額】

（百万円）

〔1 ,060〕

〔 2 ,198〕

〔 2 ,005〕

〔 1 ,228〕

設備投資計画・減価償却費

659 664 667

532

98
169 203

181

327

380

422

415

26

24

27

24

0

5 0 0

1 0 0 0

1 5 0 0

0 7 / 3 0 8 / 3 0 9 / 3 1 0 / 3 予想

ゴルフ事業 ステンレス事業

自動車等鍛造部品事業 その他

【減価償却費】

（百万円）

〔1 , 110 〕

〔1 , 237 〕

〔1 , 3 19 〕

〔1 , 152 〕

2009年度設備投資予定額

ゴルフ事業：９０５百万円（主にタイ工場生産シフト費用）

ステンレス事業１４２百万円 自動車等鍛造部品事業１７６百万円 その他5百万円 ⇒合計１，２２８百万円
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今後の取組み



13

2009年度の取組み課題

【背景】

・3事業とも世界同時不況の影響から厳しい状況

2009年度の取組みにより2010年度から業績回復

ＥＮＤＯグループが2009年度に何をするか？

→次項以降に各事業部の取組み課題説明
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2010/3期までゴルフ事業業績推移、予想

8,442

9,319

12,855

6,656

7,548

11,876

1,242

△ 7

558

98

568

1,448

0

5,000

10,000

15,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 010/3予

△ 1,000

△ 500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

売上高 営業利益
売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

◆09/3期比 売上高36％減 営業利益61％減
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2009年度の取組み課題

【ゴルフ事業】

○製造リードタイム短縮と原価低減

・鍛造工場、金型工場のENDO FORGINGへの生産シフト

→ゴルフ技術と自動車等鍛造部品技術の融合 相乗効果向上

アイアン製品を中心に、鍛造製法の見直し、多品種小ロット対応、

一部機械加工をﾌｫｰｼﾞﾝｸﾞ部門が担当、ｳｯﾄﾞﾍｯﾄﾞのﾌｪｰｽ鍛造も対応

○価格競争力ＵＰによる受注確保

・価格対応幅の拡大

○開発力の強化

・タイ工場への生産シフトにより、日本の製造要員を開発部門へ有効活用

・試験設備の拡充

2010年度～受注拡大 業績回復
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ゴルフ事業について
＊参考資料（国内アイアン市場 製品出荷金額・数量推移）

61,155

47,670

44,310

42,550 42,900 43,400
44,300

43,400

54,820

54,435

46,650

6,968

4,7304,700

5,835
5,726

4,801
4,650

5,0705,0005,221
5,129

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08(予)

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000
出荷金額（左目盛) 出荷数量（右目盛）

単位：千本単位：百万円

矢野経済研究所の資料（1月～12月）より当社作成。
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ゴルフ事業について
＊参考資料（国内ウッド市場 製品出荷金額・数量推移）

56,185 56,370

58,955

67,475

62,430

57,850

55,800
57,300 56,600

59,480
57,720

2,6102,680

2,460

2,390

2,210
2,274

2,370
2,412

2,280
2,255

2,581

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08（予)

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

出荷金額（左目盛) 出荷数量（右目盛） 単位：千本単位：百万円

矢野経済研究所の資料（1月～12月）より当社作成。
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
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14,000

16,000

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

（千本）

その他

COBRA

NIKE

Top Flite

Mizuno

Wilson

Adams

Cleveland

Ping

Titleist

Taylormade

Callaway

ゴルフ事業について
＊参考資料（“アメリカ市場”主要ﾒｰｶｰ出荷数量推移～）

☆

☆

☆

☆

☆既取引先5社

11,342

出所：National Golf Foundationゴルフ用品販売動向調査報告

(パター除く)

11,822

14,498

☆

12,543

10,466 10,680 10,902 10,975

14,022 14,324

13,311
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0

500

1000

1500

2000

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

（百万ドル）

その他
COBRA
NIKE
Top Flite

Mizuno
Wilson
Adams
Odyssey
Cleveland
Ping

Titleist
Taylormade
Callaway

☆

☆

☆

☆

☆既取引先5社

1,320

出所：National Golf Foundationゴルフ用品販売動向調査報告

1,393 1,404

☆

1,602

1,741

ゴルフ事業について
＊参考資料（“アメリカ市場”主要ﾒｰｶｰ出荷金額推移～）

1,351

1,3001,2561,299

1,743

1,600
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2010/3期までステンレス事業業績推移、予想

1,069

1,239

1,966

1,543

964

1,568

669

585

323

388

△ 104

394

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3予

△ 200

0

200

400

600

800

売上高 営業利益
売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

◆09/3期比 売上高39％減 営業利益マイナス
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2009年度の取組み課題

【ステンレス事業】

○既存製品について

・表層加工の取組み

→フッ素加工、シリコン加工等を行い付加価値向上

・生産技術の見直し

→コスト削減、パーツの機能向上（耐久性向上）

⇒新規取引先の開拓

○新分野への挑戦

2010年度～受注確保 業績回復
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2010/3期まで自動車等鍛造部品事業業績推移、予想

4,112

2,917

5,366

2,031

3,059

5,251

913

457
515
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900

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3予

0

200

400

600

800

1,000

1,200

売上高 営業利益
売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

◆09/3期比 売上高42％減 営業利益73％減
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2009年度の取組み課題

【自動車等鍛造部品事業】

○自動車部品以外への取組み（農機等）

○製造原価低減

・ゴルフ部門の移転に伴いENDO FORGINNGをENDO

グループの鍛造拠点とし最大限に製造設備を活かす

・ゴルフ鍛造の表面処理や加工技術との融合

○機械加工等の付加価値拡大

2010年度～供給製品の幅を広げ業績回復
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1株当たり年間配当金 配当性向

株主還元の方針（2010/3期）

1株当たり配当金

（円／株）

52.4952.49
10.0010.00

07/307/3期期

--5.295.2966.6066.60148.90148.9011株当たり当期純利益株当たり当期純利益

10.0010.0010.0010.0010.0010.0011株当たり配当金株当たり配当金

10/310/3期（予想）期（予想）09/309/3期期08/308/3期期

（単位：円）

10円配当
維持
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本資料における注記事項

本資料は連結ベースで作成しております。

本資料は投資家の参考に資するため、株式会社遠藤製作所 （以下、弊社）の現状を理解して頂く
ため発表済の決算内容や業績予想について作成したものです。

本資料に記載された内容は、現時点において一般に認識されている経済・社会の情勢及び弊社が
合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されておりますが、経営環境の変化等の事由により、
予告なしに変更される可能性があります。
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合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されておりますが、経営環境の変化等の事由により、
予告なしに変更される可能性があります。

本資料ならびにIR関係についてのお問い合わせ先
総務人事部 TEL：0256-63-6111 FAX：0256-62-6118
ＵＲＬ http://www.endo-mfg.co.jp
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